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地 域 振 興 課 

 

アンケート結果を踏まえた来年度の取組に向けて(案) 

 

１ 今年度の振り返り 

 （１）委員アンケート 

   委員アンケートでは、「第７期で取り組んだテーマを深掘り」を希望する意見が多く、

具体的な項目で関心が多い項目は以下のとおり。 

   ・市民の交流推進、地域コミュニティの強化 

   ・車がなくても生活できる暮らしの支援 

   ・選ばれるための魅力ある教育環境の整備 

（２）第２回会議（R4.5.10） 

   テーマに関する意見交換を実施。 

「地域の会議などに特定の人しか集まらない」という意見があった。 

 （３）第３回会議（R4.7.29） 

  「自分ごと」をテーマにワークショップを実施。 

全体協議において、「ご褒美」「つなぐ」「見える化」というキーワードが出された。 

 （４）第５回会議（R4.11.9） 

   以下の2点の仮説を提示し協議、協議を実施。 

①地域の会議などに特定の人しか集まらないのは、まちの課題が多くの人にとって「他人

ごと」になっているため、課題解決に向けた取り組みが進まないのではないか。 

②自分の好きなことや特技（自分ごと）をまちづくりに活かすことのできる仕組みがあれ

ば、まちづくりに参画する市民が増えるのではないか。 

協議の結果、「好きなこと得意なこと調査」を行うこととなった。 

   

２ アンケート「あなたの趣味・特技は何ですか？」 

  目的：境港市民の趣味・特技、境港市での暮らしの困りごとや課題について調査する。 

  期間：令和４年１２月９日（金）～令和５年１月３１日（火） 

  方法：用紙回答、ネット回答（とっとり電子申請サービス） 

 
回答数合計：１０６件（用紙回答：４２件、ネット回答：６４件） 

          （女性：６１件、男性：３７件、未回答：８件） 

【裏面に続く】 

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 未回答 合計

女性 0 1 0 0 1 8 14 4 1 29

男性 0 0 0 1 3 3 4 1 0 12

未回答 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

計 0 1 0 1 4 11 18 5 2 42

女性 2 3 5 11 7 4 0 0 32

男性 1 5 9 6 3 1 0 0 25

未回答 0 1 3 1 1 1 0 0 7

計 3 9 17 18 11 6 0 0 64

女性 2 4 5 11 8 12 14 4 1 61

男性 1 5 9 7 6 4 4 1 0 37

未回答 0 1 3 1 1 1 0 0 1 8

計 3 10 17 19 15 17 18 5 2 106

用紙
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計

みんなでまちづくり推進会議アンケート「あなたの趣味・特技は何ですか？」集計結果



 

（１）回答者の分析 

ネット回答を採用したことにより若年層の回答が増えて、用紙回答と合わせるとすべての世

代から満遍なく回答があった。 

また、年齢別では女性６：男性４の割合で回答があり、女性の回答が多かった。 

上記の意見として挙げられた「地域の会議などに特定の人しか集まらない」の特定の人は、

高齢の男性と考えられるが、回答者の内訳から、アプローチ方法によっては若年層や女性のま

ちづくりへの参画が期待される。 

 

（２）回答内容の分析 

 回答内容を世代ごとに、まちの課題、自分の趣味・特技、知り合いの特技の順番で抽出。 

問３ 境港での暮らしの困りごとやまちの課題は？ 

 （10～30代）・若者が遊びに行く場所が少ない ・空き家問題   

・交通がもっと便利になると良い ・買い物が困難な高齢者が多い 

 （40～50代）・休日に家族で出かける場所が無い ・空き家が放置してある 

       ・交通の便が悪い、道がせまい ・児童館みたいなところがあるといい 

 （60～80代）・空き家が増えてきている ・急病の際の連絡方法 

       ・今は車の運転ができているが、乗れなくなると買物難民になる 

問１ あなたの趣味・特技は？ 

 （10～30代）・ピアノを弾くこと ・イベントの企画運営 ・子どもと遊ぶのが好き 

・絵を描くことが好き ・ドライブが好き ・DIYで家をリノベーション 

 （40～50代）・カラオケ、歌が好き ・味噌作り ・フラワーアレンジメントの作成 

       ・トランペットが吹ける ・車でのドライブ ・情報発信 ・パソコンオタク 

 （60～80代）・絵本の読み聞かせ ・手芸や服作り ・日曜大工 ・家庭菜園 

       ・体を動かすこと ・お茶をたてること ・文章を書くこと 

問２ 友達や家族、知り合いの自慢できる、羨ましいと思う特技は？ 

 （10～30代）・周りのみんなを盛り上げる人 ・メイクが上手い ・動画編集ができる  

       ・ゼロから自分の仕事を作れる ・英語が喋れる ・料理が上手 

 （40～50代）・人前でも臆せず話せる ・字がきれい ・文章が上手い ・行動力がある 

       ・スポーツを教えるのが上手 ・初対面でもすぐ打ち解ける ・読書家 

 （60～80代）・人の話を聞いてあげられる人 ・外国語が話せる ・明るくあいさつできる 

       ・野菜作りをしている ・登山が好きで元気なこと ・ギターが上手 

 

３ 来年度の取組内容と今期のテーマ 

（１）来年度に実施する具体的な取組内容を決定する 

  アンケート目的と結果を踏まえて、来年度に向けた具体的な取組内容について協議する。   

   例：趣味・特技とまちの課題解決を組み合わせるワークショップの開催 

    ：趣味・特技を活かしたまちづくりイベントの企画 

（例えば、公民館や市民活動センターを活用した講座やマルシェなど） 

    ：その他、既存の仕組みの変更 等 

 

（２）今期のテーマを決定する 

  来年度に実施する具体的な取り組み内容を踏まえて、今期のテーマについて決定する。 

  （テーマ名を決めるかどうかも含めて検討する） 


